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⽇⾜⾊ フォレストグリーン
週⾜⾊ マルーン
EMA200 パープル



EUR/USD WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 14本⽬
週⾜ 第2サイクル 30本⽬／19 or
週⾜ 第3サイクル 1本⽬／1 or
週⾜ 第3サイクル 7本⽬／2LT

35本

1本⽬
or
7本⽬
or
30本⽬

久しぶりに週⾜では陽線となった。
ここで週⾜シナリオは3通りとなり
複雑な状況となった。
下位⾜で判断したいところとなる。

45本 25本



EUR/USD DAILY 202306-202310 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

⽉⾜ 14本⽬
週⾜ 第2サイクル 30本⽬／19
⽇⾜ HPC第2 93本⽬／35LT 
or
週⾜ 第3サイクル 1本⽬／1 
⽇⾜ 第1サイクル 4本⽬／4 
or
週⾜ 第3サイクル 7本⽬／2LT
⽇⾜ 第1サイクル 31本⽬／4LT

4本⽬
or
31本⽬
or
93本⽬56本

JOLTSの指標発表で急降下して
その後の上昇となっている。
いくつかのシナリオが考えられる。

63本

4HCは閉じた可能性が⾼いので
⽇⾜たくり⾜となっている都合上、
しばらくは、上⽬線となりそう。



EUR/USD 4H 202309-202310 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

20本⽬

⽉⾜ 14本⽬
週⾜ 第2サイクル 30本⽬／19
⽇⾜ HPC第2 93本⽬／35LT
4HC 第8サイクル 20本⽬／19 
or
週⾜ 第3サイクル 1本⽬／1 
⽇⾜ 第1サイクル 4本⽬／4
4HC 第1サイクル 20本⽬／19 
or
週⾜ 第3サイクル 7本⽬／2LT
⽇⾜ 第1サイクル 31本⽬／4LT
4HC 第3サイクル 20本⽬／19今回の4HCがカギとなりそう。

RT（ライトトランスレーション）であれば、
⽇⾜の切り替わりが考えられる。
⽇⾜トレンドラインと⽇⾜MBに注意したい。

56本 86本 78本



EUR/USD 1H 202310 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

JOLTSで底をつけて上昇となり
雇⽤統計では激しい状況となり、1時間⾜戻り⾼値となる1.06に近づいてきた。
上昇エリオットの第5波終了とも考えられ、今後の様⼦を確認したい。
尚、9⽇⽉曜⽇は、⽇⽶で祝⽇となり、様⼦⾒が正解となる。



EUR/USD VOLATILITY



DISCUSSION 20231008現在

• 基軸通貨となる⽶ドルの上昇が考えられる。
• 1.04848で週⾜が閉じた可能性も考えられ、今回の4HCがかなり重
要になりそう。
• ⽉⾜、週⾜は下⽬線となる。
• ⽇⾜は戻り⾼値の1.06辺りを超えてくると4時間⾜での逆三尊からの
上昇と考えられる。
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EUR/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

11本⽬

⽉⾜ 10本⽬
週⾜ 第2サイクル 11本⽬／6

10⽉第1週は、下ヒゲの⻑いチャートとなり、陽線を描いた。
⽬線は上となるが、⽉⾜トップが159.75ということも考えられる。

30本 15本 30本



EUR/JPY DAILY 202305-202310 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

51本⽬
or
4本⽬

⽉⾜ 10本⽬
週⾜ 第2サイクル 11本⽬／6
⽇⾜ 第1サイクル 51本⽬／24 
or
⽇⾜ 第2サイクル 4本⽬／4

39本

10⽉3⽇で⽇⾜が閉じたのか︖
微妙な展開となる。
セオリーを考えるとHPCでのLT（レフトトランスレー
ション）というシナリオも考えられるが、
48本で閉じて⽇⾜が切り替わったとも考えられる。

57本



EUR/JPY 4H 202308-202310 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

⽉⾜ 10本⽬
週⾜ 第2サイクル 11本⽬／6
⽇⾜ 第1サイクル 51本⽬／24
4HC 第5サイクル 20本⽬／20
or
⽇⾜ 第2サイクル 4本⽬／4
4HC 第1サイクル 20本⽬／20

20本⽬

4HCが延⻑オーブで前4HCを閉じたと考えると
⽇⾜が切り替わったと考えられる。
158.5辺りに壁があり、
上抜けするかどうかがポイントと⾒ている。

68本 77本 99本



EUR/JPY VOLATILITY



USD/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 10本⽬
週⾜ 第2サイクル 13本⽬／13

13本⽬

150.0で⼤⼝投資家の売り・ショートエントリーが⾏われた様⼦。
⼀時は為替介⼊か︖
とも疑われたが、その後の戻りを⾒ると
⽇銀爆弾ではないように考えている。

17本



USD/JPY DAILY 202305-202310 ⽇⾜サイクルは、35から45本が⽬安となる。

⽉⾜ 10本⽬
週⾜ 第2サイクル 13本⽬／13
⽇⾜ 第1サイクル 61本⽬／58 or
⽇⾜ 第2サイクル 26本⽬／23

26本⽬
or
61本⽬

HPCか通常サイクルか︖
そして、HPCであれば、4本⽬というシナリオも。

52本

先週⾦曜⽇の雇⽤統計では、30 pips程度の
動きとなり、思ったほどではなかった。
JOLTS発表後、150.0のスーパー切り番で
⼀気に250 pips程度下降した。
仮に147.7を⽇⾜起点とすると、⾼値更新の可
能性が⾼い。
⽇⾜トップが1本⽬ということはないと
考えられる。



USD/JPY 4H 202308-202310
4HCは、60本から80本と考えられている。

20本⽬

⽉⾜ 10本⽬
週⾜ 第2サイクル 13本⽬／13
⽇⾜ 第1サイクル 61本⽬／58
4HC 第6サイクル 20本⽬／18 or
⽇⾜ 第2サイクル 26本⽬／23
4HC 第3サイクル 20本⽬／18 or
4HC 第1サイクル 20本⽬／18

⽇⾜は3パターンのシナリオとなる。
従い、4HCも3パターンとなる。
前4HCが短縮オーブで
⽇⾜が閉じたとなると
4HC第1となりRT（ライトトランスレーション）が
期待できる展開となる。

97本 86本

対⽶ドルでは円⾼に進む要素がないのが本⾳となる。
しかし、⼝先介⼊により⼤⼝投資家が動くとなると
陰線を描くこととなる。

49本



USD/JPY VOLATILITY



GBP/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 10本⽬
週⾜ 第2サイクル 11本⽬／5

11本⽬37本 24本 21本

10⽉第1週は、⻑い下ヒゲの陽線となった。
流れは下と⾒ているが、
週⾜押し安値をローソク⾜が超えていないので
上⽬線をキープとなる。

15本 29本



GBP/JPY DAILY 202305-202310 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

⽉⾜ 10本⽬
週⾜ 第2サイクル 11本⽬／5
⽇⾜ 第1サイクル 51本⽬／18 or
⽇⾜ 第2サイクル 4本⽬／4

51本⽬
or
4本⽬

10⽉3⽇での節⽬は変わらないが、
⽇⾜トレンドラインを超えると
4HC第1のRT（ライトトランスレーション）が判明すると⾒ている。
⽇⾜トレンドラインを超えなければ
HPC継続か、HPC第2での⼤暴落かも︖

49本 31本



GBP/JPY 4H 202308-202310 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

20本⽬

⽉⾜ 10本⽬
週⾜ 第2サイクル 11本⽬／5
⽇⾜ 第1サイクル 51本⽬／18
4HC 第6サイクル 20本⽬／20 
or
⽇⾜ 第2サイクル 4本⽬／4
4HC 第1サイクル 20本⽬／20

⽇⾜継続と考えると
4HCが第6となり、⽇⾜トレンドラインは上抜けしないと考えている。
⽇⾜第2、4HC第1となると
RT（ライトトランスレーション）が考えられる展開となる。

68本64本 50本 50本



GBP/JPY VOLATILITY
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AUD/JPY WEEKLY 2021-2023

16本

概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 8本⽬
週⾜ 第1サイクル 29本⽬／14

29本⽬

週⾜は後半となる。下ヒゲの⻑い陰線を描いてきた。
⽇⾜、もしくは4HCの切り替わりが想定可能となる。

24本 46本



AUD/JPY DAILY 202305-202310 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

4本⽬

⽉⾜ 8本⽬
週⾜ 第1サイクル 29本⽬／14
⽇⾜ 第4サイクル 4本⽬／4

49本

⽇⾜第1も考えられる。
週⾜は閉じてもおかしくない状況だが、
ひとまず、継続と⾒ている。

43本 48本



AUD/JPY 4H 202308-202310 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

20本⽬

⽉⾜ 8本⽬
週⾜ 第1サイクル 29本⽬／14
⽇⾜ 第4サイクル 4本⽬／4
4HC 第1サイクル 20本⽬／20

前4HCは短縮となり⽇⾜を閉じたと想定可能となる。
4HCは第1となり上⽬線が考えられるが、
週⾜が閉じていれば、円安傾向となると考えている。

88本 50本57本

⾦曜⽇の動きが激しかったため
2⽇⽉曜⽇は上昇の可能性はあるものの
⽬線は下となるだろう。



AUD/JPY VOLATILITY



NZD/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

10⽉第1週は⻑い下ヒゲで迷い線（トンボ）となった。
週⾜が閉じた可能性が⾼いと⾒ている。

29本⽬

⽉⾜ 8本⽬
週⾜ 第1サイクル 29本⽬／28

45本 26本



NZD/JPY DAILY 202305-202310
概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

4本⽬

⽉⾜ 8本⽬
週⾜ 第1サイクル 29本⽬／28
⽇⾜ 第4サイクル 4本⽬／4 or
⽇⾜ 第1サイクル 4本⽬／4

週⾜が閉じた可能性があり、
⽇⾜は第1の可能性が⾼いと⾒ている。
しかし、2⽇かけて⼤陰線を形成したものの
3⽇で全戻しに近い状況となり
戻り⾼値を超えるかどうかを確認したい。

50本 30本 48本



NZD/JPY 4H 202308-202310 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

⽉⾜ 8本⽬
週⾜ 第1サイクル 29本⽬／28
⽇⾜ 第4サイクル 4本⽬／4 or
⽇⾜ 第1サイクル 4本⽬／4
4HC 第1サイクル 20本⽬／20

20本⽬

前4HCが50本で閉じて
短縮オーブで⽇⾜が閉じたというシナリオが
考えられる。
4時間⾜では、下⽬線となり
戻り⾼値は89.7と⾒ている。

68本 50本74本



NZD/JPY VOLATILITY



CHF/JPY DAILY 202305-202310 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

63本⽬
or
4本⽬

⽉⾜ 10本⽬
週⾜ 第2サイクル 13本⽬／8
⽇⾜ 第1サイクル 63本⽬／36 or
HPC 第2サイクル 4本⽬／4

45本

HPC想定で⽇⾜継続と考えている。
29⽇⾦曜⽇が迷い線（トンボ）となっており
今後の下降が期待できる展開となる。

59本



CHF/JPY 4H 202308-202310 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

20本⽬

⽉⾜ 10本⽬
週⾜ 第2サイクル 13本⽬／8
⽇⾜ 第1サイクル 63本⽬／36 
4HC 第6サイクル 20本⽬／20
or
HPC 第2サイクル 4本⽬／4
4HC 第1サイクル 20本⽬／20

59本

前4HCの⾼値更新して4時間⾜トレンドラインを上抜けしてきた。
⽇⾜が切り替わった可能性が⾼いと⾒ている。
4時間⾜トレンドラインのリターンムーブが10⽉10⽇辺りで
発⽣するとHPC第2と考えられる。
やはり、先⾏通貨か︖

50本85本



CHF/JPY VOLATILITY



CAD/JPY DAILY 202305-202310 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

51本⽬
or
4本⽬

⽉⾜ 8本⽬
週⾜ 第1サイクル 29本⽬／28
⽇⾜ 第4サイクル 51本⽬／46 or
⽇⾜ 第1 or 第5 4本⽬／4

10⽉3⽇がカギとなる。
週⾜が閉じたと考えると⽇⾜は第1となり、上⽬線が濃厚となる。
まずは、⽇⾜MBを超えてくるのか︖を確認したい。

43本 48本



CAD/JPY 4H 202308-202310 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

20本⽬

4HC第1の可能性が⾼い。
⽇⾜MBを上抜けするか︖
注意深く⾒ていきたい。
下降した場合には週⾜継続というシナリオも視野に⼊れたい。

⽉⾜ 8本⽬
週⾜ 第1サイクル 29本⽬／28
⽇⾜ 第4サイクル 51本⽬／46 or
⽇⾜ 第1 or 第5 4本⽬／4
4HC 第1サイクル 20本⽬／20

50本69本 60本



ご質問はなんなりとお尋ねください。
できる限りでお答えいたします。

共に学びたい⽅は、ご連絡くださいませ。
【い・ろ・は・組（１６８）_2】
https://www.gogojungle.co.jp/tools/rooms/33239

お問い合わせは下記まで。

bibouroku@fukuyama-syo.com
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